
プロジェクト意見交換結果について

－燃えるごみの戸別収集－

＜まとめ＞

必要としている市民に、あさひ訪問収集制度を確実に利用してもらうことや、集積

所の間隔が広い箇所については、必要に応じて集積所の新設を認めるなどといった個

別対応を充実させていくことで、戸別収集制度ではなくても、市民の要望に応えるこ

とができるのではないか。

＜具体的な個別対応に関する意見＞

１ あさひ訪問収集制度の周知

⇒福祉部局と連携し、介護認定員や民生委員、ヘルパー、ケアマネージャーに対

して改めて制度の周知を行い、必要としている方に繋げていく。

２ 集積所の間隔を狭くする

⇒（例）１０世帯に１つから５世帯に１つに要件を緩和

＜その他の意見＞

１ 地元での集積場所の調整は困難

⇒市でどこまでの支援ができるのか。

２ 戸別収集を求めている人はどれくらいいるのか。

⇒Ｈ２８のアンケートでは、４４．８％が戸別収集を希望、４０％がこれまでど

おりでよいと回答

３ ごみボックスの貸与数を増加してほしい。

⇒必要数を調査の上、増やすことができないか検討
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